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会員の活動報告
（昭和54年10月～昭和55年9月）
荒井一雄
95 
「ロートレアモン」（翻訳，レミ・ドゥ・グールモン）（世紀末研究，創刊号，昭和
54年12月）
ボードレールの詩的創造の精神（大阪商業大学商経学会口頭発表，昭和55年5月）
伊川徹
モリヱールのモラリテについて一ーその 2一（日本フランス語フランス文学会秋
季大会於甲南女子大学口頭発表，昭和54年11月）
伊藤誠宏
17世紀フランス語の関係節における動詞の人称の一致について（「文学論集」 第29
巻第4号，昭和55年3月）
小方厚彦
言語と国家—ベルギーの場合（関西大学仏文学会口頭発表，昭和54年12月）
小川雅也
モリエールの笑いについて（「関西大学通信」第97号，昭和55年 1月18日）
奥純
La maison de rendez-vousについて （「仏語仏文学」第10号，昭和55年2月）
加藤美雄
アグリッパ・ドービニェの人間像と詩篇「春」の成立(1)(「文学論集」 29巻3号，
昭和55年 2月）
アグリッパ・ドービニェの人間像と詩篇「春」の成立(2)(「文学論集」 30巻1号，
昭和55年10月）
川神博弘
「サルトルの哲学」ー一人間と歴史＿渡辺幸博著（「書評」 52号，昭和55年6月）
下條和枝
「悪」の断章＿アルベール・カミュの場合＿（千里山文学論集第23号，昭和55
年 5月）
96 
アルベール・カミュにおける「幸福」の回帰的変遷（「仏語•仏文学」第10号，昭和
55年2月）
神垣享介
Les Justes について（「仏語仏文学」第10号，昭和55年2月）
田中寛一
{ce livre d句avieux) - Michel Foucaultの Histoirede la Jolieについて
-(「仏語•仏文学」第10号，昭和55年 2 月）
田中良
プルーストにおける『障害』（「仏語•仏文学」第10号，昭和55年 2 月）
久野誠
革命前後の仏語研究小史（「千里山文学論集」第23号，昭和55年 5月）
平田重和
「幸福な死」ー1つの文学的出発ー（「文学論集」第29巻第2号，昭和54年10月）
本田忠雄
翻訳，マリ• ド・フランス「レ」（共訳）（東洋文化社，昭和55年5月）
津川廣行
少数派の正義一ーアンドレ・ジイドにおける＜アンガージュマン〉の一面一（「千
里山文学論集」第22号，昭和54年1月）
円尾健
長須祥行著「筑波大学一新構想は何をもたらしたか一ー」についての書評（「書
評」第53号，昭和55年10月）
丸瀬康裕
Le Crepuscule du soirについて一韻文詩と二つの散文稿ーー（「千里山文学論
集」第23号，昭和55年5月）
山村嘉己
レヴィ＝ストロースの「野性の思考」について（「関西大学通信」第95号，昭和54年
10月）
97 
ランポー研究余摘12「イリュミナションの問題」（「書評」昭和54年11月）
ボードレールとパリ「都市と文学」 （「仏語•仏文学」第10号，昭和55年 2 月）
研究余滴ポードレール1「ボードレールとパリ（その 1)」（「書評」第52号，昭和55
年6月）
文学入門—真の文学とはなにかー一ー（駿河台出版社，昭和55年 8 月）
修士論文題目
昭和55年3月
内藤義博 『ペスト』論—その塞がれた世界
仲井秀昭 サルトルにおける小説技法の展開
槻本正行 アラン・ロブ＝グリエの『迷路のなかで』について
松本光子 文学の役割—ロプ＝グリエにおけるその展開
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後 記
この一年ははやくも過ぎようとして， 「仏語・仏文学 11号」を世におく
る頃となった。走馬燈のように移り変る現代にあっても変らないものは人の
世の情であり．学問のむずかしさであろうと考えるのは私一人ではあるまい。
過ぎ去った一年間の主要な出来事をわがフランス文学研究室に拾うと，人
事の第ーは昨年4月から平田重和氏が教授に昇格されたこと。そして前原昌
仁氏が学位論文を関大大学院文学研究科に提出され， 9月にはめでた＜文学
博士の称号を得られたこと。同氏はついで学部から理事としてえらばれ，重
要な行政の部門にたずさわることになった。また幸か不幸か，小生も同文学
研究科科長に選出されて，やや肩の荷が重くなった (10月）。 これくらいの
もので，研究室としては平穏無事というところであったろうか。
また例年通り関西大学フランス文学会が12月6日（土）に，新装なった視
聴覚教室のやや贄沢な一室で開催され，二つの研究発表が行われた。 1. 久
野誠氏の「プルーストの文章は口語的か文語的か？」は，プルースト研究の
穴場のような文体研究であって， 20世紀初頭のフランスの上流社会ではプル
ーストのような文体が現実に話されたはずはないにしても，文章が音読され
るときの効果をねらったり，日常慣用語や，古語や，口述筆記的な息の長い
文章の混然としたなかに，同氏は口語的文体の伝統を認めるという論法を展
開して聴衆を魅了した。 2. 川神偲弘氏の「サルトルにおける糞便論的記述
の功罪」は，以前に発表された scatologiquesなサルトルの表現のかずかず
がなぜサルトルの作品の前期のものに頻出するのかを論じ，時代的，思想的
源流にさかのぽる雄大な構想になる論旨を持ち，やや具体性に欠ける点はあ
ったが，これまた聴衆を刺激する堂々たる講演であって．同氏の健康状態が
一進一退している時期の発表であり，さぞお疲れになったことと同情しつつ，
まずは楽しく聴き終った。今後この論旨の発展にまつところ大である。大へ
ん盛会であった。
1981年はわが関西大学フランス文学会にとって希望の年であり，また，研
究室員の発展の年であらんことを期しつ>筆をおくこととする。
（昭和55年12月23日，加藤）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し、事務所を関西大学文学部仏文学
科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と、こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部仏文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科仏文学専攻学生、およびその卒業生
3. 関西大学文学部仏文学科学生、およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし、重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
c. 庶務•会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ、その他本会のお
こなう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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